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研究成果の概要（和文）：　本研究はこれまで自明視されることの多かった「地域文化」なるものを，学説史・
理論，地域表象，地域組織の観点から，地理思想・方法論の最新の成果を取り入れつつ根底的に概念レベルから
精査し，かつ具体的な事例分析を通して，その表象の仕組みを明らかにし，問題点を指摘し，有用化する試みで
あり，その成果として，「地域文化」の理解に包括的な知的枠組みを提供し得たものと考える。巷間に溢れる
「地域文化」をめぐる論点を整理し，地理学の有効性を提示し得たという点に，本研究の意義があるものと考え
る。あらたな「地域文化」理解が，それをキー・タームとして活動する団体や自治体の発想への補助線となるこ
とも予想できる。

研究成果の概要（英文）：This research project has been engaged in an attempt to clarify mechanisms
and structures of representation of the "regional culture", which is generally understood as a 
taken-for-granted issue. Through profound investigations and empirical case studies from the 
perspectives of theory and history of geography, regional representation, and regional constitution,
 we elucidated the configuration of diverse "regional cultures" and pointed out its problems, 
thereby searched for the way of utilizing the concept of "regional culture" in contemporary society.
 As a result, we could conclude to some intellectual frameworks for understanding of the "regional 
culture" and suggest some　conceptual guidelines to utilize it.

研究分野：人文地理学
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１．研究開始当初の背景 
申請者はこれまで沖縄の地域アイデンテ
ィティについて研究を行ってきたが，その後，
特定の空間的範囲とアイデンティティの組
み合わせという一般的・形式的な関係性それ
自体への関心を強めていった。そこで関心を
同じくする研究者たちと研究会を組織し，
『空間から場所へ』（古今書院，1998年），『郷
土』（嵯峨野書院，2003年）という二冊の本
を成果として出すに至った。幸いなことにそ
れと並行して，H19～21年度には基盤(B)「地
理思想および社会思想としての「郷土」に関
する研究」，H22～24 年度には基盤(B)「「地
域文化」の生産・流通・消費に関する文化地
理学的研究」の二つの科研費を受けることが
でき，更に研究を進めていくことができた。
今回の申請は，そこで得られた成果の公表に
向けて更に展開・深化させるべく，「地域文
化」あるいはそこで措定される「地域なるも
の」をめぐって交錯する諸表象と諸実践に焦
点を当てて，それがなぜ「分節化（曖昧な状
況からはっきりと形をとるようになるこ
と）」される必然があったかを問うことにあ
る。 
我々のこれまでの科研研究では，まず，「郷
土」という概念のそもそもの成立から，地方
改良運動，郷土教育運動，郷土博物館，地域
的なメディア・イベントなどについて，時系
列的にたどり，「郷土」なるものがどのよう
に表象され，またそれをめぐって官民問わず
どのような実践が行われてきたかを考察し
た。つぎに，いったん「郷土」という術語か
ら離れて，同様の事象と比較検討する必要性
を感じたことから，「地域」および「地域文
化」という術語に着目し，より広いコンテク
ストにおける表象と実践，ならびにそれらの
現前と事象を存立可能とならしめる要件に
ついて精査していった。本申請においても引
き続きこの存立要件の考察を行っていきた
い。 
 
２．研究の目的 
街おこし・地域おこしといったイベント，
名産品，民芸品などのモノ，また郷土愛とい
った精神的な表象にいたるまで，地域と文化
の組み合わせは，ツーリズムの発達とも連関
する形で，従来の地域的文脈から切り取られ
たり，違う文脈に接合されたりしながら，編
成・再編成されてきた。この「地域」という
特定の空間的範域が「文化」と結びつけられ
ることで事実上何が充填／発現されるのか。
本研究は，従来自明で所与のものと考えられ
がちな「地域文化」を，構築的なものと措定
することでいったん分解し，各々の概念の問
題ならびにこの二つの組み合わせ自体に孕
む無意識的な接合の在り方を精査すること
で，ごく日常的に用いられる「地域文化」表
象を本質論から一度解放し，そこで得られた
概念的知見を具体的な事例を通して検討す
ることで，地域主義やナショナリズムに結び

つくその構造的な枠組みと問題点を析出す
ることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
「地域文化」をめぐる諸様相を究明するべく，
本研究では，(1)「学説史・理論研究班」，(2)
「地域表象研究班」，(3)「地域組織研究班」
を設置し，研究課題に取り組むこととする。 
（1）「学説史・理論研究班」は，人文地理学
で 1990 年代後半におこった「文化論的転回」
後の学説や理論，方法論について主として文
化地理学を中心に整理を行う。N.スリフトら
による「非=表象理論」や情動（affect）論，
“Material Turn（物質論的転回）”，またよ
り近年の“Mobility Turn（可動論的転回）”
がその対象となる。これらは森（2009a,b）
が既に紹介してはいるが，地理学人口に膾炙
するには至っていない。抽象度の高い議論を
いかに具体的な事例と結びつけていくか，そ
してそれを分かりやすく紹介していくか，こ
れらについて，まずは本班で共通の理解・認
識を獲得すべく努力する。逆に如何にしてこ
れらの概念や知的運動が生じたのかを明ら
かにすることも重要である。むろんここで得
られた知見を，他の二班の問題系といかに結
びつけられるかを検討するものである。 
(2) 「地域表象研究班」は，地域や国家なる
ものがいかにして表象させられてきたかを，
博覧会や博物館，共進会，ツーリズム，民芸
運動，そしてアカデミズム（民俗学等）を対
象として，具体的に明らかにしていく。これ
らと連動して発現する国民国家と地理的表
象の関係（愛国心，愛郷心，お国意識など），
およびナショナリズムや帝国主義や植民地
主義と景観や建造環境の関係についても解
明していく必要がある。そして「地域」表象
に関わるエイジェント（主体的行為者・機関），
そしてそれらが「地域文化」に与えた影響を
明らかにしていく。 
(3)「地域組織研究班」は，地域を表象する
主体について検討を行っていく。コミュニテ
ィ・レベルを中心とするものの，視野は身体
レベルから国家，あるいはより広域レベルま
で，複層的に持つものとする。特定の地域が
編成・再編されることにより，その地域表象
の在り方がどのように変化していくのか考
察していく。例えば近代都市生成期に新たに
編成されるコミュニティと住民，基地問題等
で意見が二分され外的介入も強い村落コミ
ュニティ，復帰後の沖縄における奄美の人々
等，何らかの契機によって，従来とは異なっ
た地域意識を持つようになったケースを主
に扱っていく。 
 
４．研究成果 
本研究はこれまで日本の研究においては
自明視されることの多かった「地域文化」な
るものを，地理思想・方法論の最新の成果を
取り入れつつ根底的に概念レベルから精査
し，かつ具体的な事例分析を通して，その表



象の仕組みを明らかにし，問題点を指摘し，
有用化していくという点で独創的であると
言える。これによって「地域文化」の理解に
包括的な知的枠組みを提供し得たものと考
える。また，しばしば空間的視角を欠く社会
学や人類学，観光学，文化史で行われきた文
化研究とは質的に異なる成果を得たという
点においても特徴があるといえる。例えば
「地域」という術語は，隣接社会科学におい
ては「ルーラルな」という形容詞を実質的に
含意することが多いが，地理学ではそのよう
な含意を伴わない。むしろマルチ・スケール
でそれを考えようとする。この利点を活用し，
巷間に溢れる「地域文化」をめぐる論点を整
理し，地理学の有効性を提示し得たという点
で，本研究の意義は大いにあったと言えよう。
あらたな「地域文化」理解が，それをキー・
タームとして活動する団体や自治体の発想
への補助線となることも予想できる。さらに，
物質論的転回，また移動論的転回を経て展開
された非表象理論や情動理論等の欧米の最
新の理論を日本の知的・思想的文脈で再考し
たことにより，欧米中心主義的理解の相対化
を可能にし，応用可能性の精査を行いつつ国
際的に発信していくことで，地理学における
さらなる理論的・方法論的発展に貢献できた
ものと考えられる。 
具体的な成果については，個々の単行本や
論文，国際・国内学会発表の形で公表されて
いる。テーマは多岐にわたるが，代表的なも
のについては，下記に見られるとおりである。 
「学説史・理論研究班」では，マルチスケー
ルかつマテリアリティに関する議論を踏ま
えながら，国家表象，国民精神，国民国家形
成前後の縁辺地域の位相，「自然」なるもの，
「日本」の風景，「日本らしさ」，可視性と物
質性，アトラス等，表象の機制を精査する研
究が行われた。 
「地域表象研究班」では，観光，民芸の場と
それをめぐる語り，民俗，墓地，写真，国立
公園，温泉地と紀行文，文化的景観，若者の
場所等，表象のレトリックとポリティクスに
ついて，具体的な事例研究に基づいた分析が
推し進められた。 
「地域組織研究班」では，伝染病と都市，環
境保全，都市と祭礼，「遊楽」空間，基地の
ある都市，反基地運動，ライブパフォーマン
スと地域社会等，社会集団と地域に関する研
究が行われた。  
なお，全体的な成果のダイジェスト版につ
いては，単行本の形で近々出版予定である。 
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